
いちごドリルプリント

電流・磁界 名前

問1 電熱線が1つ接続されている回路に、さらに別の電熱線を並列に追加して接続したとき、回路全体の抵抗（合成抵抗）と、回路全体を流れる電流
の変化について述べたものとして正しいものはどれか。 （2020年 沖縄県公立入試 類似）

1. 回路全体の抵抗は小さくなり、流
れる電流は大きくなる

2. 回路全体の抵抗は大きくなり、流
れる電流も大きくなる

3. 回路全体の抵抗は小さくなり、流
れる電流も小さくなる

4. 回路全体の抵抗は大きくなり、流
れる電流は小さくなる

問2 水平な厚紙の中央に垂直な導線を通し、その周囲にいくつかの方位磁針を置いて電流を流す実験を行いました。導線に流す電流の向きを逆にし
たとき、磁界の様子や方位磁針の動きはどのように変化しますか。 （2018年 石川県公立入試 類似）

1. 磁界が消滅し、方位磁針はすべて
北を指すようになる

2. 磁界の強さが変化し、方位磁針の
振れる角度が大きくなる

3. 磁界の向きが逆になり、方位磁針
のN極が指す向きも逆になる

4. 磁界の向きは変わらず、方位磁針
のN極が指す向きも変わらない

問3 オームの法則を確かめる実験を行う際、抵抗器を流れる電流と、抵抗器の両端にかかる電圧を正しく測定するための計器の接続方法について説
明したものとして、最も適切なものはどれですか。 （2021年 福井県公立入試 類似）

1. 電流計と電圧計の両方を、抵抗器
に対して並列に接続する

2. 電流計と電圧計の両方を、抵抗器
に対して直列に接続する

3. 電流計を抵抗器に対して直列に接
続し、電圧計を抵抗器に対して並列
に接続する

4. 電流計を抵抗器に対して並列に接
続し、電圧計を抵抗器に対して直列
に接続する

問4 電圧と電流が比例関係にある電熱線があります。この電熱線に2.0Vの電圧をかけたとき、流れる電流は0.2Aでした。この同じ電熱線に5.0Vの電
圧をかけたとき、流れる電流の大きさは何Aになりますか。 （2018年 長崎県公立入試 類似）

1. 5.0A 2. 0.1A 3. 0.5A 4. 2.5A

問5 発泡ポリスチレンのカップに100gの水を入れ、電熱線、電圧計、電流計、電源装置をつないだ回路で5分間電流を流し、水温の変化を調べる実
験を行いました。この実験において、周囲の空気と水との間で行われる熱の出入りが、測定結果に与える影響についての説明として正しいもの
はどれですか。 （2024年 香川県公立入試 類似）

1. 発泡ポリスチレンのカップは断熱
性が高いため、水温と室温にどれほ
ど差があっても、周囲の空気との熱
のやり取りは無視できる

2. 実験開始時の水温が室温と同じで
あれば、実験の前半は周囲から熱を
受け取り、後半は周囲へ熱を逃がす
ことで、誤差を相殺できる

3. 水温が室温よりも高い状態で実験
を開始すると、周囲の空気から水へ
熱が移動するため、計算される熱量
は本来の値より大きくなる

4. 電流を流す時間が長くなるほど、
周囲の空気から水へ伝わる熱量は減
少し、電熱線からの熱だけが正しく
測定されるようになる

問6 1.5Vの電源に、未知の抵抗器と豆電球が並列に接続された回路において、豆電球を流れる電流が0.1A、回路全体を流れる電流が0.4Aでした。こ
のとき、この未知の抵抗器の抵抗値として正しいものを求めなさい。 （2016年 福井県公立入試 類似）

1. 15Ω 2. 5Ω 3. 3.75Ω 4. 10Ω

問7 電熱線などの電気器具において、単位時間あたりに消費される電気エネルギーの大きさを電力と呼ぶ。この電力を求めるための電圧と電流の関
係について述べたものとして、最も適切なものはどれか。 （2023年 栃木県公立入試 類似）

1. 電力は、電圧を電流で割ることに
よって求められる。

2. 電力は、電圧と電流の積によって
求められる。

3. 電力は、電流を電圧で割ることに
よって求められる。

4. 電力は、電圧と電流の和によって
求められる。

問8 電熱線に電流を流したときに発生する熱量の単位と、その熱量を算出するための関係性として正しいものはどれか。 （2018年 大阪府公立入試 類似）

1. 単位はワット（W）を用い、電流
（アンペア）に電圧（ボルト）をか
けて算出する。

2. 単位はジュール（J）を用い、電
力（ワット）を電流を流した時間（
秒）で割って算出する。

3. 単位はジュール（J）を用い、電
力（ワット）に電流を流した時間（
秒）をかけて算出する。

4. 単位はワット（W）を用い、電圧
（ボルト）に電流を流した時間（秒
）をかけて算出する。

問9 電圧を一定に保って実験を行う際、回路に流れる電流の大きさと、その回路における電気抵抗の大きさにはどのような関係があるか。 （2018年

山形県公立入試 類似）

1. 電気抵抗の大きさと流れる電流の
大きさは無関係である

2. 電気抵抗が小さいほど、流れる電
流は小さくなる

3. 電気抵抗が大きくなるほど、流れ
る電流も大きくなる

4. 電気抵抗が小さいほど、流れる電
流は大きくなる

問10 検流計をつないだコイルに対して棒磁石を動かし、誘導電流を発生させる実験を行います。この実験において、誘導電流が発生しない条件とし
て正しいものはどれですか。 （2019年 広島県公立入試 類似）

1. 磁石のS極を、速いスピードでコ
イルから遠ざける。

2. 磁石を固定したまま、コイルを磁
石から遠ざけるように動かす。

3. 非常に強い磁力を持つ磁石を、コ
イルのすぐそばで静止させておく。

4. コイルを固定したまま、磁石をコ
イルの内部に向かって近づける。

問11 導線を巻いたコイルに電流を流すと、その周囲や内部に磁界が発生します。電流の流れる向きから磁界の向きを判断する際に用いられる法則の
名称として、最も適切なものを答えなさい。 （2018年 東京都公立入試 類似）

1. 右ねじの法則 2. フレミングの左手の法則 3. オームの法則 4. 慣性の法則

問12 100ボルトの電圧を用いる電源に、7.5ワットの白熱電球Aと、60ワットの白熱電球Bをそれぞれつなぎ、明るさを比較する実験を行った。この
ときの実験結果について述べた文として正しいものはどれか。 （2026年 滋賀県公立入試 類似）

1. 供給される電圧が同じ100ボルト
であれば、どちらの電球も明るさは
同じである。

2. 白熱電球Aの方が消費電力が小さ
いため、白熱電球Bよりも明るい。

3. ワット数が大きい白熱電球Bは、
より多くの電圧を必要とするため暗
くなる。

4. 白熱電球Bの方が消費電力が大き
いため、白熱電球Aよりも明るい。

問13 コイルの回転角度を、真下を0度として反時計回りに90度、180度、270度と定めた実験装置があります。この装置でコイルを継続して回転させ
るために、回転軸のエナメル線の被覆を半分だけ剥がして「整流」の仕組みを作ります。この実験における観察結果や操作として適切なものは
どれか。 （2023年 石川県公立入試 類似）

1. 絶縁体の部分がブラシに接触して
いる間は、コイルに電流が流れない
ため磁界から力を受けないが、コイ
ルは慣性によって回転を続ける。

2. 電流を制御する仕組みは、電磁誘
導によってコイルに発生する電圧を
一定に保ち、回転の勢いを強めるた
めに行われる。

3. コイルが180度回転するごとに電
流の向きを自動的に入れ替える必要
はないため、エナメルは両端ともす
べて剥がすのが最も効率的である。

4. 絶縁体がブラシに接する時間を短
くすればするほど、コイルの回転に
対する慣性が働きやすくなり、回転
速度は際限なく上昇する。
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答え合わせ・解説
問1 答え 1

回路全体の抵抗は小さくなり、流れる電流は
大きくなる

並列接続では、電流の通り道が枝分かれして増えることになるため、回路全体としては電流が
より流れやすい状態になります。この「電流の流れやすさ」は抵抗の逆の性質を持つため、通
り道が増えるほど回路全体の抵抗（合成抵抗）は元の1本のときよりも小さくなります。オー
ムの法則に従い、電圧が一定であれば、抵抗が小さくなることで回路の幹の部分を流れる全電
流は大きくなります。

問2 答え 3
磁界の向きが逆になり、方位磁針のN極が指
す向きも逆になる

電流のまわりには、電流の向きに応じた一定の向きの磁界が生じます（右ねじの法則）。電流
の向きを逆にすると、生じる磁界の向きも反対になるため、磁界の中に置かれた方位磁針のN
極が指す向きもそれまでとは逆の向きを示します。

問3 答え 3
電流計を抵抗器に対して直列に接続し、電圧
計を抵抗器に対して並列に接続する

電流計は回路の道筋を流れる電気の量を測るため、測定したい場所に直列に接続します。一方
、電圧計は2点間の電気的な勢いの差（電圧）を測るため、測定したい抵抗器の両端をまたぐ
ように並列に接続します。オームの法則を導き出すためには、このように正しく計器を配置し
て、電圧と電流の比例関係を測定する必要があります。

問4 答え 3
0.5A

オームの法則により、まず電熱線の抵抗を求めると、2.0V ÷ 0.2A ＝ 10Ωとなります。次に
、この10Ωの抵抗に5.0Vの電圧をかけたときに流れる電流を算出するため、5.0V ÷ 10Ω
を計算すると 0.5A となります。また、電圧が2.0Vから5.0Vへと2.5倍になっていることから
、電流も0.2Aの2.5倍である0.5Aになると考えることもできます。

問5 答え 2
実験開始時の水温が室温と同じであれば、実
験の前半は周囲から熱を受け取り、後半は周
囲へ熱を逃がすことで、誤差を相殺できる

温度上昇を測定する際、水温が室温より低いときは「周囲の空気から熱をもらう」状態になり
、水温が室温より高くなると「周囲の空気へ熱が逃げる」状態になります。実験開始時の水温
を室温に合わせておけば、加熱が進むにつれてこれら２つの現象が順に起こり、互いに影響を
打ち消し合う（相殺する）形になるため、測定誤差を最小限に抑えることができます。

問6 答え 2
5Ω

並列回路の特性から、未知の抵抗器を流れる電流は、回路全体の電流（0.4A）からもう一方
の枝である豆電球の電流（0.1A）を差し引いた0.3Aであると導き出せます。さらに、並列回
路では各抵抗器に電源電圧と同じ1.5Vが加わるため、オームの法則（抵抗＝電圧÷電流）を適
用して、1.5V ÷ 0.3A ＝ 5Ωと計算されます。

問7 答え 2
電力は、電圧と電流の積によって求められる
。

電気器具が消費する電力（W）は、その器具にかかる電圧（V）と、そこを流れる電流（A）
に比例する性質がある。そのため、電力 ＝ 電圧 × 電流
という式が成り立つ。これは電気エネルギーの消費効率や強さを示す基本的な定義である。

問8 答え 3
単位はジュール（J）を用い、電力（ワット）
に電流を流した時間（秒）をかけて算出する
。

電流によって発生する熱エネルギーの大きさを表す単位にはジュール（J）が使われる。この
熱量は、1秒あたりの電気エネルギーである電力（ワット）と、電流を流した時間（秒）の積
によって定義されるため、電力（W）×時間（s）の式で求めることができる。

問9 答え 4
電気抵抗が小さいほど、流れる電流は大きく
なる

オームの法則により、一定の電圧をかけたとき、電流は電気抵抗に反比例する。電気抵抗とは
電流の流れにくさを表す量であるため、抵抗の値が小さくなるほど電流は流れやすくなり、測
定される電流の値は大きくなる。

問1
0

答え 3
非常に強い磁力を持つ磁石を、コイルのすぐ
そばで静止させておく。

誘導電流が発生するためには、コイル内部の磁界の変化が必要です。磁石がどれほど強くても
、コイルとの相対的な位置関係が変わらず静止している状態では、磁力線の本数に変化が生じ
ないため電磁誘導は起こりません。他の選択肢のように、磁石とコイルの距離が変化する場合
は、磁界が変化するため誘導電流が発生します。

問1
1

答え 1
右ねじの法則

電流の流れる向きに対して、磁界がどの向きに発生するかを判断する規則を右ねじの法則と呼
びます。コイルの場合、電流の向きに沿って右手の4本の指を丸めると、親指の指す方向がコ
イル内部の磁界の向き（N極側）に相当します。

問1
2

答え 4
白熱電球Bの方が消費電力が大きいため、白
熱電球Aよりも明るい。

白熱電球などの電気器具において、消費される電力は「電圧×電流」で求められますが、一定
の電圧下では消費電力のカタログ値（ワット数）が大きいほど、放出される光の量が多くなり
ます。したがって、7.5ワットの電球Aよりも60ワットの電球Bの方が明るく観察されます。

問1
3

答え 1
絶縁体の部分がブラシに接触している間は、
コイルに電流が流れないため磁界から力を受
けないが、コイルは慣性によって回転を続け
る。

エナメルを半分だけ剥がした軸がブラシに接する際、エナメルが残っている絶縁体の部分は電
気を通さないため、その瞬間の電流は0になります。このときコイルは磁界から力を受けませ
んが、それまでの回転の勢い（慣性）があるため、止まることなく回転し続けます。これによ
り、磁界から受ける力の向きが逆転する区間をやり過ごし、再び電流が流れる角度になったと
きに同じ方向への力を得ることができます。


